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」丶

（98 ）大正八．年月十五日
■

「
（

雜

　
　
錬
）

○
人

鹸
雜
認
（

三
」

は

更
に
「

ミ

ラ

シ

ヂ

ク
ム

」

を
も

研

究
し
た

。

其
結

果
を
摘

録
す

れ

ば、

鱧
の

前

部
に

は

消

化

管
の

原
基
の

側
に
「

セ

ル

カ

リ

ア
」

で

見

た

者
に

類

似
し

陀
．．
O
Φ

菩
巴
ざ

σ・

藝
山
、、

が

あ

ゑ

排
泄
器
は

左

右

登「
く

獨
立
で、

各
側
の

者
が

體
の

後

端
に

近
き

處
に
一

個

宛
あ

る…
排

泄
口

に

よ
つ

て

外
に

閉
く

。

　〔ト
露
告

堕
堵
o・
μ

G。

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

駒

井
卓
）

VT

雑
 

ヨ

1

」

，
1

録

●
人
虱
雜
記
（

三
）

　
戰

争
と

讃
の

パ

ソ

デ

ミ

ー
と

は

麿

接
の

關

係
の

あ

ろ

こ

と

は
推
知

し
得“
へ

く
又

亭

實

膳
史
の

證
ず

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

歐

洲
戰

爭
が

有

史

以

來
の

最
大
戰

役
で
あ

る

な

ら

ば

等
L
く

鋤

軍
の

現

禺

も
未

曾
有
の

事
で

め

ろ

う、

ぞ

し

て

人

類

同
士

が
智
力
の

限

り

な

盡
し

て

闘
つ

て

る

ゐ

問
に

、

鍛
に

劉
し

て

も
同

樣
の

努
力

が

拂
は

れ
れ
の

で

あ
ろ

。

今

共
有
樣
な

簡

單
に

近
着
の

雜
誌
か

ら

摘
載

し
て

見

よ

う。

　
鐙
防

除
の

策
と

し

て

は
云

ふ

ま

で

も

な

く

喬
方
両
か

ら、

又

あ
ら
ゆ

る

方

法

か

講
ぜ

ら

れ

れ、

然
し

最
も

敏
速
に

有

勘

に

そ

し
て

大

規

模
に

實

行
の

可

能

が
證

朋
さ

れ
六

ゆ

は

焼
殺
法

と

蒸
殺

法
と

で

あ
つ

れ

樣
に

思
ほ

れ

る
、

從

て

夫

れ

に

對

し

て

各
種
の

装

置

が

案
出
さ

れ

見

實
施
さ

れ

れ
の

で

あ

る
。

　

　
　

蒸
汽

消
毒

樽
　
（
ゆ

鶏
円

島

G。

酔

霽
日
山

鼓
冐

諭

99
じ

　

戰
地
で

廣
く

行
は

れ

沈

者
セ

川
ビ

ブ

で

初
め

て

利

用
さ

れ
陀

の

で
「

セ

川

ピ

ア

樽
」

の

名
が

軍
隊
の

逓

用
語

と
な
つ

て

居
る

。

樽
の

兩

底
も
打
拔
い

て

蓋

と
木

製
の

格

子

と
を
作
り

つ

け
陀

者
で

あ

る
。

六

十
ガ
ロ

ン

入
り

の

者
な

れ

ば
兵
士
六

人

の
器
具

入

と
七

枚

〉 

二

八

の

毛

布
と’
を
一

時
に
淌
…

毒
す
右

こ

と
が
畠
來

る

と

云

ふ
。

こ

れ
を

裝

置
す
る

に

は

淺
い

圓
形
の

樽
底
に

相

當
す
る

湯
沸
し
が

丁

度
埋

ま
り
、

且

其

下

で

火

を

焚
く
餘

地
を

存
す
る

深
さ
の

溝…
を

堀
る

。

湯
沸
は

二

本
の

鐵
棒
を

溝
に

架
し
て

支
へ

、

上

に

は

樽
を
重

ね、

第

　

颶

　
　
　
、
．
・

　

　
ニ

ュ

ー
マ

ゾ

の

輕
便

消
祿
器

　

　

第
三

號

丶

卑
翫

鑰

鸞
浄

町

合
せ

目
（

丁

度
地
卒

の

高

さ

に

在
る

か

ら
）

に

は

粘

土
を

盛
つ

て

蒸
汽
の

逸

散

．

を
防
ぐ、
・

而

し
て

溝
の

他

端
に

煙
突
を

立
て

る
。

斯

く

し
て

間
に

合
せ

の

淌
毒
・

器
が

出
來
上

　
る

の

で

あ

・

る
、

樽
を
利

用
し
た

考

案

者
は

可
成

多
い

。

樽
を
一

列
に

並
べ

共

逋
の

火

力
を
利

用
し
た

者

で

あ
る

。

或
は

樽
と

湯
沸
を

全
く

離
し
て、

後

者
か

ら
の

蒸
氣
を

導
管
で

前
者
の

上
側
よ

ヶ

流
入

せ

し
め、

又

其

樽
の

下

側
に

龍
頭

を
取
う

つ

け

て

凝
結

し
た

水

を
流
出
さ

せ

る
。

賭

裝
澱
で

あ

る

と

レ

も

，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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“

號 五 十 六 百 享第 誌 雜 學 物 動

ゆ

ゆ

壓

力
の

關
係
か

ら

よ
く

蒸
氣
を

樽
中
に

導
く

事
が

出
來
る

譯
で

め

る
。

　
　

　

蒸
氣
淌
毒
箱
（

」

Wo

図

。。

け

雷
旨

象
砂

雪
巾

 
。

8
邑

）

　
国
冨
o

田
曷

畠
潤

の

改
良

淌
毒
器
と
も
い

ふ

べ

き
も
の

は

獨
軍

東

部
戰

線
に

用
ら
れ

て

有

効
で

あ
つ

陀

と
い

ふ
。

此
れ
は

蒸
氣
鑵
と

消

毒
室
か

ら
成
つ

て
い

る
。

前

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
第

二

圖

者
は

爐
と

煙
突
及
二

個
の

湯
釜

を

備
へ

、

發
生
し

把

蒸
氣
は

管

に

よ
つ

て

後
者
に

導
か

れ
る

が

其

途
中

煙

突
の

下

部
を

逋
す
る

の

で

更
に

加
熱
ざ

れ

る
。

室
の

大
さ

は

ピ
bD
×

一

猷

×

O・
司

米
で
、

木
製
の

二

重
壁
で

出
來、

其

問

に

藁
が

充
め

て

あ
る

。

蒸
氣
が

此
室
の

上

部
の

管
か

ら

放
出
さ

れ

る

と
き
の

温
度
は

八

十
乃
至

九
十

度
（

攝
氏
以

下
嗣

じ
）

で

あ

る
．

六

人
分
の

服
、

毛
布
及

寢

床
が
一

時
に

處
理

さ

れ、

其

暴

露
時
間
は
五

＋

分
で

あ
る

と
。

葭
O

話
OI

卿
弓

蟄

ξ
β

oo
ゆ

¢

巴
謬

己o

ぽ
胃

＝屮
N

 

賭

　
　

　
冖

以

上
の

者
は
極

め

て

小

形
の

者
で

到
底

多
人

數
の

需

用
に

應

す

　
　
　

る

享
を
得

鎗
、

そ

こ

で

犬
規

模
の

種
々

な

る

淌

毒

室
が

考

案
せ

の

ら
れ

叉

實

用
さ

れ

陀
。

其
ご

三
を

逋
べ

よ

う、
（

甲

国
b
属
→

大

尉

が

 

　
甚
だ

効

果
が

あ
つ

控

と

鵠

載

し
て
い

る

淌

毒

小

屋

は

彗
例

　
　

　

　
　
（

雜

　
　

鑞
）

　
O
人

鹸
雜
誑
（

三
）

P

　

で
、

問
日

八

吠

十
吋、

奧
行
十
八

呎
三

吋、

天

井
の

高
さ

七
阪、

、

　

壁
は

ト

タ

ン

生
子

板
の

こ

重

張
b
内
に

蒸

氣
鑵
を

据
ゑ
て

あ
る
ρ
．

　

二

百
枚
め

毛
布
が

容

れ

ら
れ
る

の

で
一

日
に

は

千
二

百
枚
を

處
理

’

し
得

ら
れ

る
。

此

小

屋
に

作
業

す
る

者
は

下
士
一

入、

兵
六

人
と

　

機
歸
士
一

入
と

な
く

て

は

な

ら
隙
。

更
に
一

歩
を

す
主

め

陀

の

は

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
斯
か

る

小

屋
を
一

對
建
造

し、

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
其

中
問
に

蒸

氣
鑵
を

置
い

て

各

室
に

連
絡
せ

し
め
、

」

方
で

蒸

殺

し
．
」

い

る

間
に

他

方
に

搬

入

す
る

の

で

尠
る

。

是
れ

も
同

氏

の

報
告
に

あ
6
．’

佛

國
で

可

成

．

に

建
で

ら
れ

だ
と

い

ふ。

、

　

殊
に

氣
が

利
い

て

居
る

の

は

荷
物
列

車
を

蒸
殺
室
に

改
造
し

ヒ
た
事
で、

運

搬
の

自
由
レ

内
容

の

大
な

る

等
で

大
い

に

推
賞
さ

れ

だ
。

冒

髯
』
跨

累

ば

十
八

呎
の

長
さ

の

貨
車
四
輛
で、

二

日

間

に
一

族

團
の

兵
士
の

携
帶
品
を

　

滄
羅

す
る

事

を
得
る

と
い

ひ、
叉

寓
qo

¢

蘯
曳

は

埃
及
で

の

經
驗

…
　

で

其
卓
越
を

読
い

把
。

徇

団
目

自
田
国
国
o

は
一

萬
人
の

捕
虜
を
取

扱

｝
　

つ

沈

時
、

小
規
模
の

者
で

は

到
底

蝨
退

治
が

問
工

合
は

ぬ

と
い

ふ

　

の

で

バ

ラ

ッ

ノ

其
者
を

蒸
殺
室
に
田
川

ゐ
て

》

伺
時
に

千
三

百

着
の

　

正

服

を
牧
め

初
め

て

蝨
か

ら

免
れ
だ

と

逋
べ

て

い

る
。

前

記
の

者

ρ

二

九

」

N 工工
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、

タ
●

（loo）、正 汰翻三．
伍 十 ，月日

　

　

　
（

瓢

　
　
録
）

　
0
人

蠹

雜
祀
（

三
）

　
O
『

南

頭
』

の

蝶

　

　

　

　
ゆ

は

何
れ

に

し
て

も

急
逡
或
拡

改

造
物
で

あ
る
が

、

−

滔
毒
用
の

目

的

の

爲
め

に
偉
ら

れ
陀

物
が

實
に

多

數
孤

あ

る
。

　

第
一

圖
に

示

す
も
の

は

2
衝

≦
嵐

鬘

の

輕
便

滄
毒
器
第
三

號
で

、

二

呎

七

吋
四

方

高
さ

五

呎
三

吋
の

木

箱
内
面
に

は

亜
鉛
板

を
張
り

鍛
製
の

鏖
に

載
せ
て

あ
る

。

臺
の

下

に

は

室
氣
ラ

ン

プ

が

置
か

れ

て

あ

る
（

燃
料
は

石

油
）

蒸
氣
と
熱
氣
と

を
狂
意
忙

蒲
内
に

流

入

し

得
る

鎌
な

裝
置
に

な
っ

て

い

る

の

で
、

最

初
の

三

十
分

間
で

蝨
め

蒸
殺

が

灣
め

ば
 

後
の

三

十
分
は

熱
氣
を
遒
つ

て

濡
物
を
乾
か

す

事
が

出
摩
る

。

更
に

第
一

圖
右

圖
の

様
に

疉
込
む
で

蓮
搬
さ

れ

る

の

で

甚
だ

便
利
で

あ
る。

　

衣
に

第
二

鬮
は

口
o

廢
Φ

ム
蕁
謡ド

馨

芻
ε
ψ

8
甑｝
誌
霞

の
一

型
で、

英
米
軍

隊
に

盛
ん
に

供

給
さ

れ

た

者
で

あ
る

。

此

種
の

淌
毒
馬

車

は

多
種

多
様
の

式
が

あ
る

。

此
れ

で
は

清
毒

室
は
水
苹

で

画
筒
形、

壁
の

中
に

は

或
種
の

鹽
類
の

溶
液
が

入
れ

て

φ
る

。

華
氏
百
十
五

度
に

な
る

と
蒸

氣
は

之
れ
か

ら

發

生
し
て

室
商
に

入

h
こ

む
の

で

あ
る
。

斯
（
て

約
卅

分
で

消
毒
が

絡
る

と
、

戸
の

下
に

あ
る

癖
を

開
く、

外

氣
は

こ

3
か

ら
侵
入
し
て

、

厠
旋
し
π

管
を
經
て

室
の

床
か

ら

其
内
に

禺
る

樣
に

な

つ

て

い

る
、

管
が

熱
し
だ

溶
液

中
を

遞
じ

て
い

る
の

で

室

氣
が

室
内
に

出
る

際

に

は

既
に

熱

氣
と
な
つ

て

い

る、

依
つ

て

蒸

氣
に

濕
つ

た

品
も

之

れ
で

乾
か

せ

ら

れ
る

の

で

あ

る
。

　
月

寓
＄
げ

伽
Φ
ω

ヨ
h
Φ
σ
酔

霞

巨
o
目

暮
巴

§
圉
o

号

コ。

89
日
同」
c
目

邑

団

は

二

個
の

淌

毒
室
を

蒸
汽

車
に

積
せ

た
の

で

あ

る
、

之
れ

の

便

利
な

點
は

速

度
の

迅
い

事

と、

任

意
の

塲

所
に

着
く

と
直
に

蒸
氣
を

室

鵯

●

マ
態

6

「

三

〇

内
に

墮
幽
し
得

る

事

と
で

あ
る、

そ
れ

は

車
を

馳
行

さ

せ

る

橇
關

か

ら

蒸
氣
を

發
生
さ

せ

る

樣
に

設

計
さ

れ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

　

以

上
蒸

殺
裝

置
の

大

饐
を

記

し
薫
か

ら

衣
は

熱
殺

法
に

つ

い

て

述
べ

る

事

と

す
る

。

　

　

　

　

　

　

　

‘

　

　
（

木
下

周
太
）

　
　
　

●
『

兩
頭
』

の

蝶

　

雨
頭
の

蝶
と
云

つ

て

も
珍

ら
し
い

崎

形

で

も

何
で

も
な
い

。

円
謎

黥
智

屬
等
の
シ

ジ

赴

ラ

ツ

の

類
の

事
で

あ
る

。

昆
蟲
綵
集
家
の

誰
で

も
知
つ

て

塘
る

事
で

あ
る
が
、

シ

ジ
、、
＝
7
フ

の

類
に

は

後
翅

の

後
角
の

處
に

童
く

尾
の

楼
な

突
起
が

附
い

て

居
る

。

突
起
は
一

本
二

本

締
起
三

本

も
め
る

事
が

あ
る

が、

其
基

部
に

は

よ
く

著
し

い

斑
紋
が

あ
つ

て
、

其
斑
絞
の

中
央
に

大
き

な

點

等
が

あ
る

。

そ

れ
か

ら

麹
の

下

面
に

は

屡
々

前

後
翅
を
通
じ

て

篠
の

様
な
模

樣
が

あ
る

。

ウ

ラ

ナ

ミ

シ

ず

ミ

と
か

ト

ラ

フ

シ

曽

ミ

等
は

其
例
で

あ
る

が

批

糠
が

よ
く

此

後
角
の

斑
紋
に

集
中
す
る

様
な

方

向
を
取

つ

て

居
る

。τ

之
に

反
し
て

翅
の

上

面
は

適
常
目
立

把
な

い

様
な

色
で

あ

る。

そ

れ
か

ら
か
う
云

ふ

蝶
が

止
ま
る

と
、

よ

く

後
翅
を

忙
が

し

そ
う

に

上
げ

た
り

下

げ
泥
b
す
る。

．

數
年
前
吾

國
に

來
た

事
の

あ
る

モ

ル

テ

ン

セ

ン

氏
は

吾
が

國
を

去
つ

て

後、

パ

ナ

ァ

地

方
に

於
て

動

物
の

習

性
を
觀
察

し
て

居
る

中
に

、

右
に

述
べ

陀

様
な
シ

ジ

ミ
・
ノ

フ

の

特

性
に

氣
附
い

だ
。

そ

し
て

後
翅
の

後
角
の

部
分
が

如
何
に

も

蝶
の

頭
ら

し
｛

見

え
る

事

に

注

意
し
陀

。

即
ち
此

部
分
に

あ
る

斑

紋
は

動
物
の

頭
、

其
中
の

點
は

眼、

突

起
は
觸

角
や、

下

唇

鬚
の

擬
ひ
で

あ
っ

で
穫

翅
下

面

や

塁

き
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